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１．試験概要 

内牧高架橋の上部工形式は，ストラットに支持さ

れた張出し床版を有するＰＣ連続箱桁で，断面分割

プレキャストセグメント工法（コアセグメントと張

出し床版の場所打ち施工による一体化）を採用して

いる．－（その１）試験体の計画・設計－で試験の

目的について報告したので，本論では，まず，試験

概要について述べる．コアセグメントと場所打ち張

出し床版の橋軸方向に沿った施工目地部に着目した

輪荷重走行疲労実験を計画するに当たり，疲労試験

機の制約によりウェブからストラット付き張出し床

版の先端部までを実橋と同様の実物大試験供試体と

することは困難であった．そこで，試験供試体は実

物大で張出し床版部のみを取り出した形状とし，試

験時の支持条件として，コアセグメントウェブ側を

固定（アンカーで固定），張出し床版側はストラット

支持をバネ支点（Ｈ鋼梁で支持）として模擬した（図

－１）．また，疲労試験の載荷荷重と繰り返し回数に

ついては，同試験機で過去に実施された長支間ＰＣ

床版の疲労試験１）と相対比較が可能となるため同じ

載荷パターンを用いて実施している．本報告では，

過去の疲労試験との相対比較結果等は別の機会に報

告するものとし，今回実施した疲労試験について述べる． 

２．試験体 

試験体は，－（その１）－に示した考え方に基づ

いて製作した．試験体の仕様他を図－２に示す． 

３．試験方法 

(1)移動輪荷重載荷疲労試験機 

疲労試験機は，ＪＨ試験研究所所有の移動載荷疲

労試験機を使用した．本試験装置は，実際の輪荷重

の走行を再現するため，床版に車輪による荷重を載

荷させた状態で載荷位置を移動させるものであり，

実物大の橋梁床版等の疲労強度をより実際に近い状

態で確認できるものである１）． 

(2)載荷位置 

載荷位置は，以下の点を考慮し，橋軸方向施工目

地位置から 500mm の位置とした（図－１，２）． 

1) レーンマークとの関係から，実際に輪荷重が走

行する可能性が高い位置を載荷位置とする． 

2) 橋軸方向施工目地部に最も大きなせん断力が作

用する位置を載荷位置とする． 
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図－１ 試験時の支持条件と載荷位置 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－２ 試験体の仕様他 

 

 

【使用材料】

○ コンクリート

設計基準強度　50N/mm
2

○ 鉄筋

床版支間方向　（上側）　D19 ctc125

床版支間方向　（下側）　D16 ctc125

床版支間直角方向　（上側）　D19 ctc250

床版支間直角方向　（下側）　D22 ctc125

○ ＰＣ鋼材

床版支間方向　1S21.8　ctc625

床版支間直角方向　なし

【試験体製作手順】

① コアセグメントの製作

② 張出し床版①の製作

③ 張出し床版②の製作

④ ＰＣ鋼材の緊張

【施工目地処理方法】

○ 凝結遅延剤＋高圧洗浄

【計測項目】

○ 床版たわみ

○ 鉄筋ひずみ

○ ひび割れ発生状況

○ 橋軸方向施工目地の目開き量
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橋軸方向施工目地 
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2)については，橋軸直角方向に輪荷重載荷位置を

変化させたＦＥＭによる影響線解析により算定した． 

(3)載荷荷重パターン 

載荷荷重パターンは，平成９年度にＪＨ試験研究

所で実施した長支間ＰＣ床版の疲労試験時のものと

同じものとした．図－３に示す３Ｎの 41 万往復回の

繰り返し荷重までで，東名高速道路日本平本線軸重

計のデータから供用年数を換算すると約 100 年間相

当以上の荷重と回数に相当する２）． 

４．試験結果 

試験結果は，床版たわみ・鉄筋ひずみ，ひび割れ

発生状況，施工目地目開き量の各々ついて，試験体

に 98kN の輪荷重を静的載荷したときの計測結果で示す． 

(1)床版たわみ・鉄筋ひずみ 

載荷点直下における床版たわみ及び橋軸直角方向

の下側鉄筋ひずみの経時変化を図－４に示す．これ

より，荷重レベルを段階的に大きくしていく 41 万往

復回以降は，緩やかに床版たわみ・鉄筋ひずみは増

加していくものの，繰返し載荷の最終段階において

も，急激な床版たわみ・鉄筋ひずみの増加は見られ

なかった．このことから，本床版は，移動繰返しに

対して十分な疲労耐久性を有しているといえる． 

(2)ひび割れ発生状況 

31 万，41 万，70 万往復回載荷終了後のひび割れ状

況を図－５に示す．耐久性上，有害であると考えら

れる 0.2mm 以上のひび割れが観測されたのは，45 万

往復回（載荷荷重 275kN）のときであった．70 万往

復回（試験終了時）では，載荷点直下のほとんどの

ひび割れが 0.2mm 以上のひび割れ幅であったが，せ

ん断破壊を呈するようなひび割れは観察されなかった． 

(3)橋軸方向施工目地の目開き量 

π型変位計によって計測した橋軸方向施工目地の

目開き量の経時変化を図－６に示す．図－６に示す

とおり，最終段階においても急激な目開き量の増加

は見られなかった．また，その値は 0.005mm 程度と

小さい値であった．このことから，本橋の特徴の一

つである橋軸方向の施工目地は，移動繰返しに対し

て十分な健全性を有しているといえる． 

５．まとめ 

本橋の張出し床版模型に，70 万往復回の移動輪荷

重漸増載荷を行った結果，確認されたことを以下に

整理する． 

1) 床版たわみ及び鉄筋ひずみの結果から，本床

版は，移動繰返しに対して十分な疲労耐久性

を有することが確認された． 

2) 本橋の特徴の一つである橋軸方向施工目地は，

目開き量の結果から，そこが弱点となって破壊

に至るようなことはないことが確認された． 
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図－３ 載荷荷重パターン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－４ 床版たわみ・鉄筋ひずみの経時変化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－５ ひび割れ発生状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－６ 施工目地の目開き量の経時変化 
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